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論文内容の要旨

この論文は、序章、第一章 「かんかん虫J~下層労働者の描かれ方を中心に一、第二章 「お末の死J~お末とお末

の死の原因を中心に 、第三章 「カインの末育」 仁右衛門の読み直しのために 、第四章 「生れ出づる悩み」 同

感する想像力の行方 、終章からなる。四つの小説の作品論を通して、有島武郎が下層に生きる人々を小説の中でど

のように描いているのかを集中的に検討したものである。

第一章では、主人公格の人物が、知識人的存在であるという従来の見解に対して、読書能力を身につける過程を検

討することによって、その是正を試みた。また、労働者たちの個々の有り様を細かく検討することによって、集団的

に把握するのではなく、個性の違いを明確にし、目指すものの差異を明らかにすることに重点を置いて論じている。

第二章では、お末が四人の家族の死にたいしてどのような反応を示したかを検討することによって、お末の変貌す

る様子を追った。そこにお末の自己愛の「命の力」の存在を読み取り、その裏には作者がニーチェの「この人を見よ」

の影響を受けていることがあると指摘する。お末の内面の精微な検討はこれまでになされてこなかった。

第三章では、仁右衛門の「おびえj と「誇り」に注目することによって、野蛮な存在としての理解で済まされてい

た主人公の人間像の把握に新たな視点を導入した。それにあたっては、流浪する下層労働者を取り込んでいる同時代

の小説を広い範囲にわたって検討している。仁右衛門は自己の「誇り J を捨てなかったと結論づける。

第四章では、作者が「同感という創作方法J に相応しい素材にであったと指摘し、「芸術を神聖視し、労働を尊重し

たがる」作者の思想、を「接ぎ木j したとする。武者小路実篤や長与善郎の作品と対比しながら、労働と芸術の問題や

天才主義自体は「生れ出づる悩みJ 独自の問題意識ではないことも指摘する。

以上の検討を通して、「下層の人を描いた」有島の作品は、「リアリズムの姿勢に基づく「同感」する想像力とヒュ

ーマニズムの姿勢による有島自身の実感や思想の投影、両方によって紡ぎだされている j と結論づける。
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論文審査の結果の要旨

この論文は、まず、「下層」という視点に集中して有島の作品世界の検討を深化させようとした点で、新しい足場を

構築したといえよう。また、従来のそれぞれの作品論に対して、取り分けて同時代の他の作家達の作品を、「早稲田文

学J、「三国文学」、「スバルJ、「帝国文学J、「新小説J、「白樺」、「新思潮」などの雑誌や「朝日新聞」などにあたって

幅広く視野に入れることによって、見落とされていた部分を指摘し、新たな作品論の可能性を広げた点でも、高く評

価されてよい。しかし、一方で、「下層J という点で全体の論を統合しようとするなら、たとえば、「カインの末育」

における仁右衛門の妻の姿をどのように把握するのかというような検討が不足しているといわざるをえなしユ。各章に

おける作品論が、新たな問題提起を果たしているとしても、論文そのものの表題からいえば、よりいっそうの検討が

要請される部分が少なくない。また、「下層の表象」という論文名が筆者の問題意識に最適のものであるのか、という

疑問もぬぐえないところがある。また、「生れ出づる悩み」において、作者有島と語り手の「私」を無前提で同ーのも

のとして扱っていいのかという批判も完全には回避できないだろう。社会科学的用語の使い方に不正確な部分がある

ことも否定できないところである。このように、今後の研究課題として残されている部分は少なくない。

しかし、同時代の作品を博捜した努力とそれによって従来の解釈を修正していくという方法の確立は、今後の研究

に大いなる刺激を与えることも間違いないところであろう。

よって、本論文は博士(文学)の学位に相応しいものと認定する。
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